
「インクルーシブボランティア」は、年齢や国籍、障害や病気

の有無等にかかわらず、「何かしたい」という思いを持った人が、合理的

配慮のもと、だれでもその人にあったやり方で社会参加ができる「イン

クルーシブなボランティア活動」です。

今回は、人との関係づくりやコミュニケーションに難しさがある人、生

きづらさを感じる人も、その人らしさや特技を活かしながらボランティ

ア活動できるようなコーディネーションについて、現場の声を集め、企

画メンバーが「これは大事やなぁ」と話し合ったことをまとめました。

インクルーシブなボランティア活動を

生み出すコーディネーションのポイント

□ひとりの人として向き合う　　　　　　　　　　　　　　　　

　― ありのままを尊重し、配慮はしても特別扱いしない

□ひとりひとりの話に耳を傾ける　

　― その人を知ることで、よりよい参加の仕方が見えてくる

□その人らしさを活かした関わり方を一緒に考える　　　　　　

　―「自分発」だと主体性が生まれやすい

□選択肢をたくさん生み出す

　―「できそう」「やってみたい」を自分に合ったやり方で試せる

□「苦手なこと」も気軽に言い合えるチームをつくる　　　　　　

　― 自己開示ができる場はとても心地よい

□コーディネーターが孤立せず、つながる　　　　　　　　　　

　― 職場内や地域で一緒に考える仲間を増やす
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●あえてルールを作らず、マニュアル化・システム化しな

いことでどんな人も関われる余地がつくられている

●お互いが無理せず出入り自由な場づくり

●「トラブルはお題だ！」とその場にいる人たち同士のせ

めぎ合いの中で分かり合い、結果トラブルは解決しなく

ても「まぁええか」とお互い納得できるようにみんなで

考えていく

●みんな同じことをやるのではなく、自分がやりたいこと

を自分のタイミングでおこなえる

所在地：神戸市長田区

サービス付き高齢者向け住宅の仕組みを活用し

て運営。1階のリビングは地域の多様な人々の

居場所になっている。

所在地：大阪市東住吉区

飲食店のスペースを活用して、生きづらさ、

働きづらさを抱える人たちへの就労支援を

おこなっている。

●「社会的なルールの中で排除されてしまう要素をど

うデメリットにしないか」という考え方

●参加者自身の「これがやりたい」という主体性、

自発性、能動性を最も大事に

●必要な配慮はするが特別扱いはしない

●小さく始めて、ストレスのあまりかからない範囲

の中で試せる、模索できるしかけ

●「福祉的に扱われないこと」で参加者の自己肯定感

につながる

●参加していることを誇れるようなプログラム作り

や広報の仕方

所在地：京都市南区

中学生から 30 代くらいの若者のための

居場所づくりやユースワークを展開

●職員とボランティアや、ボランティア同士の対

等な関係性を常に意識

●ボランティア同士で対話ができるような関係づ

くりを促す

●参加者の学びや成長が意識されている

●一定のルールはあるものの、話し合いが必要な

あいまいな部分をあえて残す

●本人の希望を踏まえて、まず参加できそうなも

のを提案し、プログラム開発や改良をおこなう

●職員はチームで情報共有をしながら一人ひとり

の関わりポイントを見つけている

現場での話を共有し、

相談できるような場所や

ネットワークがほしい。

「何かしたい」
　　という人の思い

実際に活動している人に、参加し

やすい環境について語ってもらい

ました。

障害や病気の名前でその人の

ことをラベリングして見るの

はダメだなと気づいた。

一方でどんな困りごとがあるの

か、下手な対応をしないために

も、障害や病気の特性について

は知識を持っておきたい。

1 回の面談だけでボランティア

したいその人のことを理解で

きるわけではない！

一方で面談ばかり繰り返して

いるわけにもいかず、何か一

緒に作業ができるプログラム

も必要で…それってどう作っ

ていけばいいの？

いろんな人が関わったり、ボラン

ティアしたりしている現場のみな

さんからお話を伺いました。

ボランティアしたい人の相談を受け

止めて、活動につなぐ人や、ボラン

ティアを受け入れる団体や施設のス

タッフに聞きました。

現場の
　コーディネーターの声

現場から見る
インクルーシブなポイント

発達障害のある人同士で語り合える自助グ

ループを立ち上げたいと思っています。人に

よっては場所を確保するのに書類をたくさん

書いたり日程調整したりするのが苦手な人も

いるので、サポートがあるととても助かりま

す。広報でも悩むことがあるので、広報先や

内容を一緒に考えてもらえたら嬉しいです。

「ここまでやらないといけない」

「これをしないといけない」と

いうルールがガチガチだとプ

レッシャーでしんどくなる…。

自分の苦手なところを隠さなく

ていい、苦手なことは「これは

できない」と言える空気がある

といいな。

肩書きとか診断名とか年齢と

かでグループに分けないで、

「△△さん」として集まれるこ

とかな。

はっぴーの家　ろっけん

一般社団法人　NIMO ALCAMO

古市さん

前田さん

横江さん、鎭西さん

京都市南青少年活動センター


